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Ⅰ 沿 革
明治４１年 6月 旭川町に上川営林区署設置。
大正 ８年 4月 旭川営林区署に改称。
昭和２２年 5月 旭川営林局旭川営林署となる。（林政統一）
昭和５４年 1月 旭川営林支局旭川営林署となる。
昭和５７年 3月 旭川営林署に神楽営林署を統合。
平成１１年 3月 上川中部森林管理署となる。
平成１３年 8月 美瑛事務所を本署に統合。
平成１６年 4月 上川事務所を本署に統合。
平成２５年 4月 一般会計化に伴い組織再編。

Ⅱ 組 織

署 長

次 長

《総務グループ》
総括事務管理官

主任事務管理官（総務担当）
事務管理官（経理担当）
事務管理官（管理担当）

《業務グループ》
総括森林整備官

主任森林整備官（経営・森林ふれあい担当
主任森林整備官（経営担当）
主任森林整備官（資源活用・土木担当）
主任森林整備官（資源活用・土木担当）
森林整備官（森林ふれあい担当）
森林整備官（森林育成担当）
森林整備官（資源活用担当）
森林整備官（土木担当）

《治山グループ》
総括治山技術官

治山技術官
治山技術官（層雲峡治山事業所）

森林技術指導官

地域林政調整官

地域統括森林官(1)
上川森林事務所

首席森林官(3)
西神楽森林事務所
美瑛森林事務所
大函森林事務所

森林官(4)
旭川森林事務所
愛別森林事務所
清川森林事務所
層雲峡森林事務所

地域技術官
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Ⅲ 管理経営の基本

１ 概 況
当署の管内は北海道のほぼ中央部、石狩川の上・中流部に位置しています。
管内の森林は、山岳部を中心に国内でも有数の針葉樹と広葉樹が混じった天然林地帯

となっており、その多くは大雪山国立公園をはじめとする公園地域等になっています。
湿地、高山帯等、特殊な立地条件の下に成立している植物群落も多く、学術的な価値

が高いことから「森林生態系保護地域」等の保護林の設定も行っています。
北西部の旭川市周辺には、嵐山神居自然休養林があり外国樹種見本林等市民の憩いの

場として親しまれています。
また、大雪山系は十勝岳をはじめとする道内有数の火山地帯であり、山地災害防止機

能の発揮が求められている地域でもあります。

２ 管理経営の基本的考え方
森林・林業や国有林野事業に対する国民の多様な要請と期待の下に、当森林管理署で

は、①国土の保全その他国有林野の有する公益的機能の増進を図るとともに、あわせて、
②林産物を持続的かつ計画的に供給し、③国有林野の活用によりその所在する地域の産
業振興又は住民の福祉の向上に寄与することを目標として、事業実行の効率化と併せて
簡素かつ効率的な体制の整備を図りつつ、次の方針に即した管理経営を行います。

（１）公益重視の管理経営の一層の推進

（２）森林の流域管理システムの下での森林・林業再生に向けた貢献

（３）国民の森林としての管理経営
も り

（４）地球温暖化防止対策の推進

（５）生物多様性の保全

Ⅳ 国有林の現況

１ 国有林の機能類型

機 能 類 型 区 分

山地災害防止及び土壌保全 機能、防雪、防風等の機

山地災害防止タイプ 能を有する森林。

24千ha 15%

原生的な森林生態系や希少な生物の成育・生息する森

自然維持タイプ 林など生物多様性保全機能を有する森林。

52千ha 33%

保健、レクリェーション、文化機能の発揮を有する森

森林空間利用タイプ 林。

19千ha 11%

快適環境形成タイプ 快適な環境の形成の機能を有する森林。

水源涵養タイプ 水源の涵養の機能を有する森林。

65千ha 41%
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２ 人工林・天然林別面積 （単位：ha）
人 工 林 天 然 林 林 地

区 分 単層林 複層林 小 計 育成天然林 天然生林 小計 以 外 合 計

面 積 28,635 3 28,638 24,433 82,350 106,783 24,270 159,691

※ 人工林率 ２1％（林地面積に対する比率）。 林地以外は、主として高山帯です。

３ 保安林・公園等 （単位：ha）

保 安 林
国立公園 レクリエ－ 史跡･名勝

計 水源かん養保安林 土砂流出防備保安林 その他 ションの森 鳥獣保護区

18,581
157,998 149,954 7,474 570 484 6,697 245

※保安林面積は、157,959ha（重複を除く）、 保安林率は、99％となっています。

水源かん養保安林 大雪山国立公園 レクリエーションの森

（大雪ダム） (沼の原・トムラウシ山) （白金）

４ 保護林 （単位：ha）

種 類 名 称 面 積

森林生態系保護地域 大雪山 ３６，６９８

植 物 群 落 保 護 林 大雪原生林 ５２７

大雪山系高山帯 １，３４０

十勝岳泥流 ２５４

小松原保護林 ３７

林木遺伝資源保存林 エゾマツ・シロエゾマツ・カツラ・ダケカンバ ２４０

シウリザクラ外 計１１個所

計 ３９，０９６

人 工 林 天 然 林
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５ 国民参加の森

種 類 名称等 面 積(ha)

ふれあいの森 親と子協働の森 ０．１９

遊々の森 美遊の森 ３５．３４

大雪青少年交流の森 ６９．６３

社会貢献の森 旭川森人の会の森 １０．５６

多様な活動の森 美瑛山岳会 ５．０８

６ 地元利活用 （単位：ha）

貸付及び使用地
面 積 分収育林 分収造林 法人の森

計 電気事業 道路及び水路 その他

821 (25)109 (21)180 (5) 19 513 152 166 195

※（ ）は件数。

美遊の森（体験活動）

小松原保護林大雪山森林生態系保護地域

美瑛山岳会（登山道整備活動）
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Ⅴ 事業の概要 （２６年度予定）

１ 収穫量 （単位：千ｍ
３
） ２ 素材生産量（単位：千ｍ３

）

総 量 主 伐 間 伐 素 材 生 産

４1.5 9.2 ３2.3 １6

３ 造林事業 （単位：ha） ４ 林道事業

更 新 保 育 新設工事 改良工事 調査設計

新 植 天 Ⅰ 下 刈 保育間伐 ５路線 1路線 ３路線

11 １ １７２ ４４２

５ 治山事業

保安林改良
治山施設

下刈 本数調整伐

７基 ６８ha ９９ha
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Ⅵ 主な取り組み（２5年度）

Ⅰ 公益重視の管理経営

１ 適切な森林整備の推進
・地球温暖化防止、水源かん養など森林の持つ公益的機能を高度に発揮させるよう

適切な森林整備を推進しています。

平成２５年度には、地拵１１ｈａ、植付２０ｈａ、下刈２３６ｈａ、つる切り除伐

４４２ｈａ、保育間伐（本数調整伐）１５２ｈａ等を実施しています。

２ 地域の安全・安心を確保する治山事業

・地域の安全・安心を確保するため、治山事業を推進しています。

・平成２５年度には、上川町の「層雲峡地区」において土石流から層雲峡温泉を守

るために床固工４基を施工するとともに、美瑛町の「白金地区」において十勝岳か

らの火山泥流から白金温泉を守るために削剥防止工４基、導流堤２基を施工してい

ます。また、東川町の「天人峡地区」において倒木及び崩壊土砂の整理を行ってい

ます。

３ 森林保護員による保全管理

・大雪山系（黒岳・銀泉台・高原温泉）の保全

活動を推進するため、６人の森林保護員（グリ

ーン・サポート・スタッフ）を配置し、登山者

への指導啓発、自然環境の変化等に関する情報

収集などを実施しています。

４ フィールドの提供
・小学校、山岳会等７機関・団体と国有林の利

用に関する協定(面積：１８９ｈａ）を締結し、

林業体験活動等のフィールドを提供しています。

・平成２５年度には、新たに、「大雪青少年交流

の家」と遊々の森協定を締結しており、美瑛町

白金地区の国有林７０ｈａが自然観察、環境教

育等の場として利用されています。

床固工 黒岳沢（上川町） 削剥防止工 望岳台沢（美瑛町） 導流堤 硫黄沢(美瑛町)

遊々の森協定締結

登山者へのマナーガイド配布
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５ 森林ふれあいイベント等
・森林教室などへの講師の派遣、イベントの開 学校名 市町名
催を通じて、国民参加の森づくりの取組を行っ 富沢小学校 旭川市
ています。 美瑛小学校 美瑛町

美沢小学校 美瑛町
・平成２５年度には、要請に応じて、４市町の 上川小学校 上川町
５小学校におけるドングリ植樹、体験学習など 志比内小学校 東神楽町
に講師を派遣しました。

・また、各種機関・団体からの要請 実施内容 機関・団体名
に応じて講師等を派遣し、樹木や森 見本林ボランティア活 林窓会
林などについて説明しています。 動

子ども樹木博士 旭川市教育委員会
見本林見学学習 （シニア大学）
植樹活動 旭川ユネスコ協会

・更に、道有林と国有林が協働して、一般公募により森林とのふれあいの集いを開催
し、森の手入れ体験や森林散策を行っています。

子ども樹木博士認定

志比内小学校森林教室富沢小学校森林教室

シニア大学
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Ⅱ 森林・林業の再生に向けた貢献

１ 搬出間伐等の推進

・間伐材等の安定供給を図るため、搬出間伐

に積極的に取り組んでいます。

㎥・平成２５年度には、１７４百 の間伐材等

の素材(丸太)の販売を実施しました。

なお、間伐の方法は、初回及び２回目は列

状を基本としています。

２ 路網整備の推進

・造林、保育、伐採・搬出等の森林施業を効

率的に行うとともに、作業現場へのアクセス

等林業労働条件の向上を図るため、林業専用

道等の路網整備を推進しています。

・平成２５年度には、林業専用道の新設３路

線７．７ｋｍ、改良４路線０．３ｋｍを施工

しました。

３ 低コスト作業システム等の導入促進

（１）旭川地区低コスト作業システム現地検討会

・低コストで効率的な作業システムを普及

・定着させため、６月に、旭川地区等の民

有林及び国有林の関係者により、より良い

施業方法の基盤となる森林作業道（低コス

トで崩れにくい作業路整備）等に係る現地

検討会を開催しています。

＊ 路網とは、森林内にある「公道」、一般車両の走行を想定

した「林道」、１０トン積みのトラック等林業用車両の走行

を想定する「林業専用道」、フォワーダ等林業機械の走行を

想定する「森林作業道」のことです。

フォワーダからの荷下し

知遠別林道（鷹栖町）

現地検討会（旭川市）
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（２）北海道型作業システムモデル施業地
・北海道森林管理局では、昨
年度、緩やかな傾斜など北海
道内の森林の特性を踏まえ、
林業専用道をベースとした高
効率・低コスト作業システム
を目指して、美瑛町内の国有
林（１４７ｈａ）に、「北海
道型作業システムモデル施業
地」を設定しました。

・また、外部の有識者と路網
整備技術の普及の中核となる
局署職員で構成する「北海道
型作業システムモデル路網整
備計画検討委員会」により、
路網計画等の検討を行いまし
た。

＊ 候補地選定に当たっての考え方

① 集材距離概ね200m以内（最長500m)の施業が行える一定程度(100～200ｈａ)のまとまりがある

地域

② 北海道の地域特性(傾斜が緩やか、地形が複雑でない）を有している地域

③ 山土場を必要としない路網設定が可能な地域

・平成２５年度には、その検討結果を踏まえて林業専用道の設計等を実施してお
り、今後、施工等の予定です。

・また、１０月に旭川地区等の民有林及び国有林関係者により、同検討委員会で
の検討結果等の説明と計画路線を歩いての現地検討会を開催しています。

現地検討会

４ 森林整備推進協定による取組
・平成２６年３月３１日に、上川町、㈱ニチモ
ク林産北海道及び上川中部森林管理署の三者に
より、「上川地域森林整備推進協定（面積６，３０５
ha）」を設定しています。
・この協定は、上川地域の森林・林業の再生に
向け、森林の多面的機能の高度発揮、資源の循
環利用及び木質バイオマス等の木材資源の安定
的・持続的な供給を図るため、協定者が連携、
協力して団地化を推進し、合理的な路網の整備
及び効率的な森林施業の実施に取り組むことを
目的としています。

実務者会議の開催

路網計画図
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上川中部森林管理署管内位置図

市 町 村 名 人 口 (2５.３末) 面 積(ha) 国有林面積(ha)
旭 川 市 ３４９，７４０ ７４，７６０ ２３，７３９
愛 別 町 ３，２７９ ２４，９７１ １４，０５７
比 布 町 ４，０６８ ８，７２９ １，６１２
鷹 栖 町 ７，３４７ １３，９４４ １，３７２
東 川 町 ７，９００ ２４，７０６ ４，２６１
美 瑛 町 １０，７５５ ６７，７１６ ３２，４２５
上 川 町 ４，０５６ １０４，９２４ ８２，２２５
東 神 楽 町 ９，９１５ ６，８６４
当 麻 町 ７，０４６ ２０，４９５

計 ４０４，１０６ ３４７，１０９ １５９，６９１

※官行造林地を含まない

上 川 中 部 森 林 管 理 署
〒070－8003 旭川市神楽３条４丁目３番２５号
TEL ０５０－３１６０－５７４５（IP)
FAX（０１６６）－６１－０６９０

ホームページ http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/kamikawatyubu/index.html
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